
ボランティアの皆様、仕分け作業お疲れ様でした 

東日本大震災における 

義援金及び支援物資のお礼 

このたびの東日本大震災において、被災なされた方々に心からお悔やみ申し上げますとともに、お亡く

なりになった方々のご冥福をお祈りいたします。  

 昭和村では、3 月 16 日から 6 月 30 日までの間、東日本大震災への義援金の募集を、また 3 月 17

日から 28 日までの間、被災地への支援物資の募集をしたところ、大勢の村民の皆様や企業・団体の

方から、たくさんのご厚意をいただきました。ご協力、誠にありがとうございました。 

 皆様からお預かりしました義援金 総額 5,528,461 円 につきましては、上毛新聞社を通じて日本赤十

字社へお届けいたしました。 

 また、ご提供いただきました支援物資につきましては、群馬県を通じ被災地に届けるとともに、昭和村に

県外から避難してこられた方々に対し、支援物資の提供を行いました。群馬県の物資受入が終了した

後は、昭和村として福島市の避難所に支援物資を届けて参りました。更に、10 月には宮城県亘理町や、

被災地で活動している団体及び放射性物質の除染活動をしている南相馬市の小学校のPTAに送りまし

て、お預かりいたしました全ての支援物資を被災地にお届けすることができましたので、ご報告いたします。 

 支援物資の受け付けと仕分けに協働して取り組んでいただいた昭和村社会福祉協議会、昭和村ボ

ランティア協議会、また多くのボランティアの方々に心から御礼申し上げます。 

 末筆になりましたが、村民の皆様のこれまでのご支援、ご協力に改めて感謝申し上げ、お礼とさせてい

ただきます。 

平成 23 年１２月７日 

 昭和村長  加 藤 秀 光  

 

 

 

 

 

 

 

 



義援金 

○募金箱（庁舎内及びイベント設置）            484,018 円 

○企業・団体・個人の皆様より           ３０件  5,044,443 円 

                           合 計  5,528,461 円（上毛新聞社経由） 

 

なお、募集期間終了後、昭和村農業研究会より秋まつりの売り上げ 74,667 円 を義援金としてお預

かりしました。日本赤十字社へ直接送金いたします。 

 

支援物資 

○支援物資提供件数 

 村民の皆様や企業・団体より 

      のべ３５５件 

○支援物資送付件数 

 群馬県を通じ被災地へ･･･３回 

（毛布・日用品・おむつほか） 

 クリーニング協会を通じ被災地へ･･･２回 

（中古衣類） 

昭和村から 

福島市避難所へ･･･１回（夏物新品衣類） 

宮城県亘理
わ た り

町へ･･･１回（秋物新品衣類） 

SAVE
セ ー ブ

 IWATE
イ ワ テ

(所在地：盛岡市)へ･･･１回(中古ストーブ１０台・炊飯器１個) 

福島県南相馬市立大甕
おおみか

小学校 PTA へ･･･１回（放射性物質除染用タオル 1000 枚） 

NPO 法人やすらぎ福祉会（所在地：八戸市）へ･･･1 回（冬物衣類ほか） 

 

 

3月：集まった支援物資のほんの一部です。 

たくさんのご支援ありがとうございました。 

5月：福島市の避難所に夏物衣類を12箱お届けしました。

10月：秋になりストーブの募集がありました。 

北東北のしばれる冬が、少しでも暖かく過ごせますように。






